


Brief Letter 12 Brief Letter

日本医療
機能評価機構
からの認定 
～安全で質の高い医療を目指して～ 

特集

＜日本医療機能評価の審査で今回評価された点＞ 

＜今回の受審に際し見直した内容＞ 

●急性期中心の医療、健診や内視鏡で早期に異常を発見し治療を行う医療、緩和ケアを通して、地域医療
　に貢献していく姿勢が示されている。 
　

●病院の理念、行動目標、病院の将来像を院内で共有するとともに、院外へも掲示やホームページ等で周
　知し、達成に向けて組織運営している。 
　

●患者の権利を明確にして適切に擁護していく具体的な方策作成が行われている。
　

●各種委員会では一般的に、合同カンファレンスでは各症例具体的に、医療提供の質の改善に努めている。 
　

●医療安全について、医療安全委員会やマネージャー部会で事例共有や再発防止策を検討し、実践的に取
　り組んでいる。 
　

●感染制御について、院内対策委員会と感染制御チームが情報収集、対策の立案、マニュアルの改訂など
　を通して予防策を実施している。
　

●当広報誌「ブリーフレター」、ホームページ、パンフレットを通して情報を発信し、相談員により地域医療
　機関との連携を図っている。 
　

●医師が指導的な役割を果たし、看護師を中心としながら、多職種でのカンファレンスを通して、診療・ケ
　アを適切に実践している。 
　

●薬剤師、臨床検査技師、放射線技師、管理栄養士、医療安全管理責任者、洗浄滅菌業務担当、病理診断担
　当、手術麻酔担当、救急医療担当の様々な業種がそれぞれの役割を適切に果たしている。 
　

●組織・施設管理については総務部により、会計医療事務業務は医事課により適切に行われている。 

●検査異常の度合いが非常に大きかった時、医師へ速やかに報告する手順をルール化
　

●医師による口頭指示の受け方を明確化し、記録のルールを統一
　

●救急カート内の薬剤配置を整理し、使いやすさと安全 
　性を向上
　

●一部物品をディスポーザブル化し、感染予防を強化
　

●手術室内の空気清浄フィルターの交換頻度を見直し、
　清潔環境の維持を強化
　

●感染性廃棄物保管所の表示を改善し、危険予防を徹底
　

●安全研修や感染対策などの院内研修に非常勤職員の
　参加も呼びかけ、全職員の意識を向上






